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ど
は
、
給
付
金
を
全
額
返
還
す

る
こ
と
と
な
る
。

　

給
付
生
制
度
の
創
設
は
、
14

日
に
県
病
院
事
業
局
と
締
結
し

た
「
沖
縄
県
病
院
薬
剤
師
確
保

に
関
す
る
覚
書
」
を
踏
ま
え
た

も
の
。
県
立
病
院
の
薬
剤
師
確

保
に
向
け
、
県
立
病
院
に
勤
務

す
る
薬
剤
師
の
育
成
・
技
術
向

上
、
薬
学
生
へ
の
就
職
説
明
会

　

昭
和
薬
科
大
学

は
、
２
０
２
６
年

度
入
学
生
か
ら
６

年
間
で
最
大
４
１

４
万
円
の
奨
学
金

を
給
付
す
る
「
沖

縄
県
地
域
医
療
貢
献
給
付
生
制

度
」
を
開
始
す
る
。
薬
剤
師
国

家
試
験
合
格
後
、
指
定
の
県
立

病
院
に
３
年
間
勤
務
す
る
こ
と

な
ど
を
給
付
条
件
と
し
て
お

り
、
薬
剤
師
偏
在
を
課
題
と
す

る
沖
縄
県
で
病
院
薬
剤
師
と
し

て
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
養
成
を
目
指
す
。

　

沖
縄
県
で
は
慢
性
的
な
薬
剤

師
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
同
制
度
は
県
の
地
域
医
療

に
貢
献
す
る
病
院
薬
剤
師
の
養

成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
域

の
薬
剤
師
確
保
を
目
的
と
し
た

給
付
生
制
度
の
設
置
は
同
大
で

は
初
の
試
み
と
な
り
、
指
定
校

推
薦
合
格
者
か
ら
希
望
者
を

募
っ
た
上
で
、
入
試
と
は
別
に

実
施
さ
れ
る
給
付
生
選
考
試
験

で
選
抜
さ
れ
た
学
生
に
給
付
す

る
。

　

具
体
的
に
は
、
１
年
次
に
年

間
授
業
料
の
半
額
で
あ
る
69
万

円
を
一
括
給
付
、
２
～
６
年
次

は
一
定
以
上
の
成
績
を
収
め
、

素
行
に
問
題
が
な
い
場
合
に

各
年
次
で
同
額
を
給
付
し
、

６
年
間
で
最
大
４
１
４
万
円

の
給
付
額
と
な
る
。

　

国
試
合
格
後
、
県
立
中
部
病

院
な
ど
県
が
指
定
す
る
６
病
院

で
３
年
間
勤
務
す
る
こ
と
を
就

労
条
件
と
し
て
お
り
、
就
労
条

件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
や

在
学
中
に
退
学
し
た
場
合
な

の
就
職
支
援
等
で
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

同
大
は
学
校
法
人
と
し
て
県

内
に
附
属
高
校
・
中
学
を
有

し
、
創
立
50
周
年
と
な
っ
た
昨

年
６
月
に
県
と
薬
剤
師
等
の
育

成
・
確
保
に
向
け
た
連
携
協
定

を
締
結
し
、
既
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実

施
や
指
定
校
推
薦
高
校
の
拡
充

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

渡
部
一
宏
理
事
長
は
「
県
に

愛
着
を
持
ち
、
将
来
的
に
病
院

薬
剤
師
と
し
て
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
い
強
い
志
を
持
つ
学
生

を
支
援
し
た
い
。
昭
和
薬
科
大

は
複
数
の
医
療
系
大
学
と
連
携

し
て
多
職
種
連
携
教
育
を
重
視

し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展

開
し
て
お
り
、
沖
縄
県
の
病
院

薬
剤
師
と
し
て
現
場
で
活
躍
す

る
上
で
極
め
て
重
要
な
基
盤
に

な
る
と
確
信
し
て
い
る
。
給
付

生
制
度
が
軌
道
に
乗
っ
て
成
果

を
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
将
来
的
に

は
沖
縄
県
に
限
ら
ず
、
薬
剤
師

の
地
域
偏
在
が
顕
著
な
他
地
域

へ
の
展
開
も
検
討
を
進
め
た

い
」
と
展
望
す
る
。

　

宇
都
口
直
樹
学
長
は
「
経
済

的
支
援
の
も
と
、
学
生
が
安
心

し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
制
度

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深

い
。
制
度
を
活
用
し
て
沖
縄
の

地
域
医
療
を
支
え
る
病
院
薬
剤

師
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

今
回
設
立
さ
れ
た
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
は
、
自
社
で
開
発
・

製
造
し
、
同
大
の
ロ
ゴ
を
冠
し

た
入
浴
剤
や
食
品
の
販
売
な
ど

を
手
が
け
る
「
コ
ス
メ
ヘ
ル

ス
」、
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
用

い
た
Ｄ
Ｄ
Ｓ
や
化
粧
品
、
食
品

へ
の
応
用
研
究
の
成
果
を
実
用

化
す
る
「
ジ
ェ
ノ
フ
ィ
ブ
リ
ク

ス
」、
粉
体
原
料
を
用
い
た
Ａ

Ｉ
粉
体
物
性
予
測
シ
ス
テ
ム
を

実
用
化
す
る
「
パ
ウ
ダ
ー
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
型
反
応
開
発
研
究
の
成
果

を
実
装
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
温
暖

化
対
策
に
生
か
す
「
Ｅ
Ｃ
Ｅ
テ

ク
ノ
」
の
４
社
。

　

同
大
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立

に
当
た
っ
て
、
▽
同
大
が
所
有

す
る
知
的
財
産
権
ま
た
は
同

大
の
役
員
、
教
職
員
も
し
く

は
学
生
等
が
創
出
し
た
研
究

成
果
を
も
と
に
設
立
し
た
も

の
▽
同
大
を
退
職
、
卒
業
、
修

了
ま
た
は
退
学
し
た
者
で
、
退

職
等
か
ら
設
立
ま
で
の
期
間
が

３
年
以
内
の
者
が
創
出
し
た

研
究
成
果
を
も
と
に
設
立
し

　

岐
阜
薬
科
大
学
は
、
同
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
４
社
設
立
し
た
と
発
表
し

た
。
粉
体
原
料
を
用
い
た
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
の
開
発
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
技
術
に

よ
る
環
境
対
策
な
ど
、
同
大
の
教
員
や
元
教
員
が
研
究
成
果
を
社
会
実
装
す

る
た
め
数
年
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
法
人
化
を
機
に
起
業
が
実
現

し
た
。
同
大
は
、
６
カ
年
中
期
計
画
の
初
年
度
を
「
変
革
元
年
」
と
捉
え
、

法
人
化
の
象
徴
と
な
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
発
展
に
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

た
も
の
▽
そ
の
他
、
同
大
で
得

ら
れ
た
研
究
成
果
ま
た
は
習
得

し
た
技
術
等
を
も
と
に
設
立
し

た
も
の
で
、
学
長
が
認
め
た
も

の
︱
︱
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に

該
当
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
認
定

審
査
会
で
認
定
さ
れ
た
企
業

に
「
岐
阜
薬
科
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
の
称
号
を
与
え
る
こ

と
に
し
た
。

　

既
に
同
大
は
、
４
社
の
事
業

性
に
つ
い
て
精
査
を
行
っ
た
結

果
、「
収
益
化
が
可
能
」
と
判

断
し
て
い
る
と
い
う
。
今
後

は
、
同
大
と
し
て
設
立
さ
れ
た

４
社
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
発

展
で
き
る
よ
う
環
境
面
の
整
備

や
研
究
に
お
け
る
内
外
連
携
、

知
的
財
産
の
戦
略
立
案
・
管
理

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
考
え
だ
。

　

原
英
彰
理
事
長
兼
学
長
は
、

「
最
初
だ
け
の
一
過
性
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
な
ら
な
い
よ
う

研
究
か
ら
の
シ
ー
ズ
発
掘
を
教

員
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
実
施

し
た
い
」
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
発
展
に
意
欲
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー

設
立
の
目
標
は
実
装
化
の
実

現
、
収
益
性
の
確
保
で
あ
り
、

最
終
的
に
は
社
会
貢
献
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
よ
り
も
最
終
的
な
結
果

が
重
要
」
と
話
し
て
い
る
。

　

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）は
、
２
０
２
４
年

度
の
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済

制
度
に
関
す
る
認
知
度
調
査
の

結
果
を
公
表
し
た
。医
療
関
係

者
向
け
調
査
で
は
、
薬
剤
師
は

前
年
度
か
ら
０
・
４
ポ
イ
ン
ト

増
の
97
・
２
％
と
な
っ
た
一
方
、

看
護
師
は
８
・
８
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
た
影
響
で
５
職
種
全
体
で

82
・
４
％
と
過
去
５
年
間
で
最

低
と
な
っ
た
。制
度
へ
の
関
与

度
や
利
用
の
勧
奨
率
も
低
下
し

た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
関

係
団
体
等
に
制
度
周
知
に
協
力

す
る
よ
う
要
請
す
る
考
え
。

　

調
査
は
、
同
制
度
の
認
知
率

や
内
容
理
解
度
、
制
度
へ
の
関

与
度
等
に
つ
い
て
薬
剤
師
、
医

師
、
看
護
師
、
歯
科
医
師
、
今

６
ポ
イ
ン
ト
増
の
92
・
６
％
、

歯
科
医
師
は
１
ポ
イ
ン
ト
増
の

84
・
２
％
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
74
・
５
％
だ
っ
た
。

　

制
度
の
紹
介
や
請
求
手
続
き

へ
の
関
わ
り
な
ど
制
度
へ
の
関

与
度
に
つ
い
て
は
全
体
で
９
・

５
％
と
前
年
度
か
ら
２
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、
２
年
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。
職
種
別
で

は
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
20
・
３
％
が
最
も
高

く
、
医
師
13
・
４
％
、
薬
剤
師

10
・
２
％
、
看
護
師
・
歯
科
医

師
各
４
・
２
％
で
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
以
外
の
職
種

は
前
年
度
よ
り
低
下
し
た
。

　

制
度
の
利
用
を
勧
め
た
い
と

す
る
勧
奨
率
に
つ
い
て
は
、
全

体
で
前
年
度
か
ら
６
・
１
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
、
48
・
７
％
と
過

去
最
小
を
更
新
し
た
。
内
訳
は

薬
剤
師
60
・
４
％
、
医
師
53
・

９
％
、
歯
科
医
師
49
・
５
％
、

看
護
師
31
・
９
％
で
、
４
職
種

い
ず
れ
も
過
去
最
小
の
数
値
と

な
っ
た
。

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
「
制
度
自
体
の
内
容
が

正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
出
前
講
座
や
ｅ
︲
ラ
ー
ニ

ン
グ
講
座
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
し
た
。

　

一
方
、
一
般
国
民
の
認
知
率

は
26
・
３
％
で
、
過
去
最
高
と

な
っ
た
前
年
度
か
ら
６
・
３
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、
２
年
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。
制
度
に
対
す

る
関
心
度
に
つ
い
て
も
、
前
年

度
比
３
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
の

64
・
２
％
で
過
去
最
小
の
数
値

と
な
っ
た
。

　

神
戸
医
療

産
業
都
市
推

進
機
構
は
８

月
21
日
15
時

か
ら
、
神
戸

市
の
神
戸
臨

床
研
究
情
報

セ
ン
タ
ー
で

神
戸
医
療
産

業
都
市
（
Ｋ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
の

第
３
回
目
と

な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
。
テ
ー
マ
は
「
臨
床
情
報
Ｍ

ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
Ａ
Ｉ
」
で
、
Ａ
Ｉ
創

薬
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
神
戸
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病

院
の
竹
村
匡
正
氏
が
病
院
の
保

有
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に

つ
い
て
講
演
す
る
ほ
か
、
同
機

構
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

セ
ン
タ
ー
の
岡
本
里
香
氏
が
治

験
・
臨
床
研
究
の
効
率
化
に
向

け
た
Ａ
Ｉ
活
用
を
紹
介
す
る
。

京
都
大
学
・
理
化
学
研
究
所
計

算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
奥
野

恭
史
氏
は
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
創

薬
、
医
療
研
究
開
発
を
め
ぐ
る

最
新
の
話
題
を
語
る
。

　

参
加
者
募
集
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
上
で
始
ま
っ
て
お
り
、
定
員

は
先
着
１
５
０
人
。
終
了
後
に

は
有
志
交
流
懇
親
会
（
参
加
費

１
０
０
０
円
）
も
行
う
。

回
か
ら
追
加
さ
れ
た
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
計
２
４
１
０

人
と
、
20
歳
以
上
の
一
般
国
民

計
３
０
９
４
人
を
対
象
に
実
施

し
た
も
の
。

　

医
療
関
係
者
で
は
、
同
制
度

を
「
知
っ
て
い
る
」「
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」
を
合
わ
せ
た
認

知
率
は
前
年
度
比
１
・
９
ポ
イ

ン
ト
減
の
82
・
４
％
で
、
過
去

５
年
間
で
最
低
と
な
っ
た
。
職

種
別
で
見
る
と
、
特
に
看
護
師

は
前
年
度
比
８
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
の
56
・
９
％
で
、
今
回
調
査

で
唯
一
、
前
年
度
よ
り
認
知
度

が
低
下
し
た
職
種
と
な
り
、
過

去
５
年
間
で
最
低
の
数
値
と

な
っ
た
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
来
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
改
訂
版
看
護
学
教

育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
触
れ
、「
救
済
制
度
や

薬
害
に
つ
い
て
看
護
学
校
で
学

習
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ

の
機
会
を
生
か
し
て
看
護
関
係

団
体
等
に
制
度
周
知
の
協
力
を

要
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社
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縄
県
立
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院
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で
奨
学
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26
年
度
入
学
生
か
ら
対
象
に

昭和薬科大学

認
知
率
過
去
５
年
間
で
最
低
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副
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用
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害
救
済
制
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ＡＩ創薬で来月フォーラム
神戸医療産業都市推進機構
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県病院事業局と病院薬剤師確保に関する
覚書を締結した


